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飛鳥時代プリント 名前

問1 日本最古の銅銭とされる「富本銭」に関する説明として、歴史的な背景や事実に基づいた適切な記述はどれですか。 （2023年 佐賀県公立入試 類似）

1. 室町時代に足利義満が明との貿易
を行うために、中国から輸入して国
内の市で使用させた。

2. 天武天皇の時代に製造され、近年
の遺跡調査によって和同開珎よりも
古いことが確認された。

3. 元明天皇が平城京への遷都に合わ
せて発行し、役人の給与として初め
て全国に普及した。

4. 平安時代に唐から輸入された貨幣
をモデルにして、日本国内で初めて
流通した鉄銭である。

問2 飛鳥時代、推古天皇の摂政であった聖徳太子が、中国の進んだ制度や文化を取り入れるために派遣した使節の名称として正しいものを選択して
ください。 （2017年 大分県公立入試 類似）

1. 遣隋使 2. 遣新羅使 3. 遣唐使 4. 遣明使

問3 大宝律令が制定されたことによる政治の変化について、その内容を正しく説明しているものはどれですか。 （2020年 東京都公立入試 類似）

1. 武士が領地を支配する上での基準
を示すため、裁判の公平さを期する
仕組みが初めて全国的に整備された
。

2. 天皇の命令を文書にする役所や図
書の管理を行う役所が設置されるな
ど、大陸の進んだ政治制度が取り入
れられた。

3. 氏姓制度を廃止し、地方の豪族が
持っていた私有地と私有民をすべて
国が直接支配する公地公民制が完了
した。

4. 室町幕府が新しい政治の方針を示
すために、鎌倉時代の慣習を基にし
た独自の法典を定めた。

問4 663年に朝鮮半島で起きた白村江の戦いにおいて、日本（倭）が唐・新羅の連合軍に敗北した後、国内で取られた国防対策の説明として最も適切
なものを選びなさい。 （2016年 愛媛県公立入試 類似）

1. 蝦夷（えみし）の抵抗を抑えるた
めに多賀城を築き、坂上田村麻呂を
征夷大将軍に任じた

2. 九州の大宰府付近に水城を築くと
ともに、防人を配置して大陸からの
侵攻に備えた

3. 外国船の来航を制限するため、長
崎の出島のみでオランダや中国との
貿易を認めた

4. 博多湾の沿岸に石築地（元寇防塁
）を築き、集団戦法を用いる敵の侵
入を防いだ

問5 7世紀の飛鳥時代、日本（倭）は百済の復興を支援するために朝鮮半島へ大軍を派遣しましたが、白村江の戦いにおいてある2つの国の連合軍に
大敗しました。この時、日本が対戦した連合軍の組み合わせとして正しいものを次から選びなさい。 （2018年 富山県公立入試 類似）

1. 宋と新羅 2. 元と高麗 3. 隋と高句麗 4. 唐と新羅

問6 飛鳥文化を象徴する法隆寺に関する記述として、歴史的背景を含めて説明したものとして最も適切なものを選びなさい。 （2024年 三重県公立入試 類似）

1. 奥州藤原氏によって東北地方に建
てられ、浄土信仰に基づく金色の建
築様式が特徴である。

2. 聖武天皇が国ごとに建立を命じた
国分寺の総本山として、国家の保護
を受けて発展した。

3. 最澄が比叡山に開いた天台宗の拠
点であり、平安時代以降の仏教の発
展に大きく寄与した。

4. 世界最古の木造建築として知られ
、大陸の技術を取り入れながら日本
の仏教文化の基盤を築いた。

問7 中大兄皇子が中心となって進めた「大化の改新」において、目指された政治体制の説明として最も適切なものはどれか、次の中から選びなさい
。 （2020年 茨城県公立入試 類似）

1. 仏教の力を借りて、全国に国分寺
を建てることで地方の安定を図る体
制

2. 武士が政治の実権を握り、幕府に
よって全国の土地を管理する体制

3. 土地と人々を国家が直接支配する
公地公民の原則に基づく、天皇中心
の中央集権体制

4. 有力な豪族が各地を分割して支配
し、天皇がその調整役を担う体制

問8 飛鳥時代、聖徳太子が小野妹子を中国の隋に派遣した歴史的背景と目的の説明として、最も適切なものはどれですか。 （2021年 熊本県公立入試 類似）

1. 阿倍仲麻呂を隋の皇帝に紹介し、
日本の律令制度が完成したことを報
告するため。

2. 菅原道真の提言に基づき、形式的
な外交を廃止して国内の政治改革に
専念するため。

3. 大陸の進んだ制度や仏教文化を直
接取り入れ、天皇を中心とした政治
制度を整えるため。

4. 白村江の戦いでの敗北を受けて、
唐や新羅の侵攻に備えた外交交渉を
行うため。

問9 飛鳥時代、聖徳太子（厩戸王）によって制定された「憲法十七条」の主な目的として、当時の政治状況から考えて最も適切な説明はどれですか
。 （2020年 奈良県公立入試 類似）

1. 民衆に対して重い税を課すための
根拠を示し、国の財政を安定させる
ため

2. 役人が政治を行う上での道徳的な
心がまえを示し、天皇を中心とする
国家体制を整えるため

3. 僧侶に対して厳しい修行を義務付
け、仏教の教義を統一して寺院を管
理するため

4. 地方の豪族が所有する土地と人民
をすべて天皇に返還させ、公地公民
制を確立するため

問10 7世紀半ば、朝鮮半島の南西部に位置し、日本（倭）と親密な関係にあったものの、唐と新羅の連合軍によって滅ぼされた国はどこか。日本はそ
の復興を支援するために、663年に朝鮮半島へ大軍を送ったが、白村江の戦いで大敗を喫することとなった。 （2018年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 高句麗 2. 任那 3. 百済 4. 新羅

問11 律令に基づく統治体制では、全国を「国・郡・里」の単位に分け、中央政府が地方を直接支配する仕組みが整えられました。この時、都から各
地方へ派遣され、法や規定に基づいて徴税や裁判などの行政を担った役職の名称として正しいものはどれか。 （2023年 京都府公立入試 類似）

1. 検非違使 2. 守護 3. 地頭 4. 国司

問12 7世紀に中国を統一し、律令と呼ばれる法体系に基づく統治制度を確立して、日本をはじめとする東アジア諸国の国づくりに決定的な影響を与え
た帝国を選んでください。 （2020年 徳島県公立入試 類似）

1. 宋 2. 漢 3. 唐 4. 隋

問13 7世紀の朝鮮半島では、唐と新羅が結んで周辺諸国へ勢力を拡大していました。この際、唐・新羅の連合軍によって滅ぼされた国を復興させるた
め、倭（日本）が救援軍を派遣した国はどこですか。 （2017年 静岡県公立入試 類似）

1. 伽耶（加羅） 2. 高句麗 3. 新羅 4. 百済

問14 7世紀後半、日本（倭）は百済を支援するために朝鮮半島へ出兵しましたが、白村江の戦いで唐と新羅の連合軍に大敗しました。その後、唐や新
羅による日本への侵攻に備え、九州北部に位置する政治の拠点「大宰府」を守るために築かれた、大規模な土塁と堀による防衛施設を何といい
ますか。 （2022年 岩手県公立入試 類似）

1. 水城 2. 烽火 3. 多賀城 4. 防人
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

天武天皇の時代に製造され、近年の遺跡調査
によって和同開珎よりも古いことが確認され
た。

飛鳥時代の天武天皇が「今より以後、必ず銅銭を用いよ」という詔（みことのり）を出した時
期と重なる7世紀後半につくられました。1990年代に奈良県の飛鳥池遺跡から、鋳型などの製
作道具とともに大量に発見されたことで、和同開珎よりも古いものであることが定説となりま
した。広く一般の市場で流通したというよりは、国家の威信を示す目的や儀式的な意味合いが
強かったと推測されています。

問2 答え 1
遣隋使

7世紀初め、中国を統一した隋に対して派遣された使節を遣隋使と呼ぶ。当時の倭（日本）は
、隋から高度な統治制度や仏教文化を学ぶことを主な目的としていた。後の時代に派遣された
「遣唐使」と混同されやすいが、派遣先の王朝名が「隋」であることを確認する必要がある。

問3 答え 2
天皇の命令を文書にする役所や図書の管理を
行う役所が設置されるなど、大陸の進んだ政
治制度が取り入れられた。

大宝律令の制定により、唐の官制を模した二官八省という中央官庁の仕組みが整えられました
。天皇の秘書的な役割を果たす役所（中務省）や図書を管理する役所（図書寮）などが置かれ
、法に基づいた組織的な政治運営が行われるようになりました。

問4 答え 2
九州の大宰府付近に水城を築くとともに、防
人を配置して大陸からの侵攻に備えた

白村江の戦いで敗れた日本は、唐や新羅による日本本土への侵攻を恐れ、九州の北部に「水城
」や「朝鮮式山城」を築いて防御を固めました。また、北九州の沿岸を守る兵士として、東国
出身者を中心とした「防人（さきもり）」を配置しました。石築地は鎌倉時代の元寇、多賀城
は平安初期、出島は江戸時代の出来事です。

問5 答え 4
唐と新羅

663年、日本は同盟関係にあった百済を助けるために水軍を派遣しましたが、白村江（はくす
きのえ）において、当時朝鮮半島で勢力を拡大していた新羅と、それを支援する唐の連合軍に
敗北しました。この敗戦により、日本は朝鮮半島における拠点を完全に失うこととなりました
。隋は白村江の戦いの以前に滅亡しており、元や高麗は中世（鎌倉時代）の勢力です。

問6 答え 4
世界最古の木造建築として知られ、大陸の技
術を取り入れながら日本の仏教文化の基盤を
築いた。

法隆寺は7世紀初め、聖徳太子（厩戸皇子）の指導のもとで建立され、日本における初期の仏
教興隆を象徴する存在です。他の選択肢は、東大寺（奈良時代・聖武天皇）、中尊寺（平安末
期・藤原氏）、延暦寺（平安初期・最澄）に関する説明であり、時代背景や建立の主体が異な
ります。

問7 答え 3
土地と人々を国家が直接支配する公地公民の
原則に基づく、天皇中心の中央集権体制

それまでは蘇我氏のような有力豪族が強大な権力を持っていましたが、中大兄皇子は中国（唐
）の制度を参考に、天皇が全国を直接支配する仕組みを整えようとしました。この改革の基本
方針は、646年に出された「改新の詔」によって示されました。

問8 答え 3
大陸の進んだ制度や仏教文化を直接取り入れ
、天皇を中心とした政治制度を整えるため。

聖徳太子は冠位十二階や十七条の憲法を制定し、豪族中心の政治から天皇中心の政治への転換
を図っていました。遣隋使の派遣は、その改革のモデルとなる中国の高度な政治制度や、国家
の精神的支柱としての仏教を学ぶための重要な外交手段でした。選択肢にある菅原道真は遣唐
使の停止を提言した人物であり、阿倍仲麻呂は遣唐使として渡った人物なので、時代や背景が
異なります。

問9 答え 2
役人が政治を行う上での道徳的な心がまえを
示し、天皇を中心とする国家体制を整えるた
め

聖徳太子は、豪族同士の争いを鎮め、天皇を中心とした中央集権国家を築くことを目指しまし
た。そのため、憲法十七条は一般の民衆に向けた法律ではなく、国に仕える役人（官吏）に対
し、和の精神や仏教の尊重、そして天皇の命令への服従といった政治的な道徳を説いたもので
す。

問1
0

答え 3
百済

7世紀の朝鮮半島では、唐と結んだ新羅が勢力を拡大していました。660年に百済が滅亡する
と、日本（倭）は友好関係にあった百済の遺臣から救援を求められ、復興を支援するために大
軍を派遣しました。しかし、663年の白村江の戦いで唐・新羅の連合軍に敗北したことで、百
済復興の道は閉ざされました。

問1
1

答え 4
国司

律令体制のもとでは、中央から派遣された「国司」が、各地方の政治を担当しました。現在の
地名に残る「国領」などの言葉は、国司が管理した土地に由来することが多く、地方豪族が私
有地を支配する形態から、国家が土地と人民を直接支配する「公地公民」の原則に基づく体制
へと移行したことを示しています。

問1
2

答え 3
唐

この帝国は、隋が短期間で滅びた後に中国を再統一し、約300年にわたって繁栄しました。日
本は遣唐使を派遣して、その優れた政治制度や仏教文化、都市計画などを積極的に取り入れ、
律令国家としての基盤を固めていきました。

問1
3

答え 4
百済

飛鳥時代、朝鮮半島では新羅が唐と結んで勢力を強め、660年に百済を滅ぼしました。日本（
倭）は古くから交流のあった百済の遺民から救援を求められ、中大兄皇子らの指揮のもと、百
済復興のために大軍を送りました。しかし、663年の白村江の戦いで唐・新羅の連合軍に大敗
し、百済復興の計画は失敗に終わりました。

問1
4

答え 1
水城

白村江の戦いで唐・新羅の連合軍に敗れた倭国は、大陸からの報復による侵攻を強く警戒しま
した。九州の政治・外交の要所であった大宰府を防御するため、その北側に全長約1.2km、高
さ約10mにも及ぶ巨大な土塁を築き、博多湾側には水を湛えた堀を設けました。これを水城と
呼び、日本の古代国家における防衛体制の整備を象徴する遺構となっています。


